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　この論文では2つの部分システムSu，S,が直列に結合され■ Siはガコ

の同一要素の並列結合から成り，一方S2はyコの一般に相異なる要素の

直列結合から成る直並列混合システムを取扱う．

　このシステムは亀に属する1コ以上の要素とSzに属する要素が稼動

している限り十分その機能を達成することができると仮定する．すなわち，

5:に属する全ての要素または$■2に属する任意の要素の故障がシステム

の完全な故障（system down）に結果するとする．したがって，次の2種の

故障（break down）によってシステム故障を定義する；

　(1）S,-breakdown : Si に属する全ての要素の故障

り2）52-braeakdown : Sz に属する任意の要素の故障

　このシステムの信頼度解折は，これまでKulshrestha［11［23,中道

［3], Nakamichi and others［4］でなされている.

　［1],［2］ではSo-breakdownの場合（i）S,の故障要素と亀の故障

要素の全てを修理する. （ii）S,の故障要素のみ修理し, 5,崩冷要素には

触れない．また, Sj-）reakdownの場合にはs.の全ての故障要素を修理

　＊この論文は福田治郎（岐阜大）,高松俊朗（阪大）.児玉正憲（阪大）諸氏との

信頼性に関する共同研究の成果の一つで，その概要は第39回日本統計学会研究報告

会（1971. 7）で報告されたものである.
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修理能力を考言した直並列混合システムの信縦度解冊

するという修理方策の下で解析している.［3］ではSj-breakdownの場

合にSiの故障要素の数をexplicitに考慮して解析したもので，更に［4］

ではシステムはできるだけ長く斜動状態に留まり，たとえシステム故障が

おこってもできるだけ早く稼動状態に復することが望ましいという立場か

ら種々の修理方策すなわち, s,の故障要素はシステムが稼動中でも直ち

に修理され，また, s,の故障要素の修理中にSj-breakdownがおこった

とき（i）その修理を一旦中断して凡の故障要素を優先的に修理する.

（preemptive resumeおよびrepeat priorityrule）,（ii）Sjの故障要素の修理

を完了してから亀の故障要素を修理する（head-of-the-line priority rule）

の下で解析している．

：　この論文では修理設備の能力（一修理連）を考慮し，システムの利用度

を高めるため次の修理方策を採用して定常状態においてシステムか稼動状

態にある確率を求める．

　修理方策；（1）Si-breakdownが生じたとき故障している5.要素をα

コ（i≦α≦好）ｲぽ理する5i-repairという･ （2）-So-breakdownが生

じたとき，故障した瓦要素とそれまでに故障している5,要素肖コのう

ち＆コ（1≦&≦好一i）修理するSj-repairという. （3)システムが稼動

中でも5,要素に故障が発生すれば直ちに修理ステーションにまわされ遂

次修理されるS-repairという．

ここでa ま（l）での修理能力を, bは（2)での修理能力を表わす．ただし，

後者における実際の修理個数はc＝m （m≦&のとき）, ＝＆（�＞bのと

き）である．　　･‘

　この修理方策で特にα=i, b＝lと設定すれば［4］でのhead-of-the-

line case になり，またS-repairを行なわないでa＝M, b＝M-lに設

定すれば［1］の結果を含むごとになる．
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2

定義と仮定

以下の解析で用いる記号および故障分布，修理時間の分布を次のように

仮定する.

・状態確率

　Po （f)　　　　　　：時刻tでシステムは作動状態にあり，亀内の故障

　　　　　　　　　　　要素数はOである確率.

八八t,x）dx　　　：時刻tでシステムは作動状態にあり. Si内の故障

　　　　　　　　　　　要素の数がm（l≦肖くM）, S-repairの経過時間か

　　　　　　　　　　　xとx十dxの間にある確率. （0＜x＜t)

　P盆（t,x）dx　　　：時刻tでシステムはSi-breakdownの状態にあり，

=‥　　　　　　　　　Si-repairの経過時開かxとx十dxの間にある確

　　　　　　　　　　　率．

　P刎i(t,Xよ）dxdy：時刻1でシステムはSo-breakdownの状態にあり，

　　　　　　　　　　　時刻t-yで瓦のi番目要素が故障し，このとき

　　　　　　　　　　5i内のmコの要素が故障しており, S-repairの経

　　　　　　　　　　　過時間がyとズ十dx,かつS2-repairの経過時間

　　　　　　　　　　　がズ十丿とズ十y十面の間にある確率. （I≦m＜訂，

　　　　　　　　　　　l<i弓N）.　　　　　　　　　　　＿＿

　Poi (t,y）dy　　　：時刻tでシステムはS2-breakdownの状態にあり，

　　　　　　　　　　　時刻t-yでs.のj番目要素か故障し，このとき

　　　　　　　　　　　亀内の故障要素数はOで, So-repairの経過時間

　　　　　　　　　　　がyとy十dyの間にある確率（J≦j≦N）

・故障および修理分布

ふ
　
飛

:Si内のMコの同一要素の一定故障率

:s.内のf番目要素の一定故障率（i≦f≦A）

　Σλ･≡λとおく．
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　　　　　　修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

fo（0　　　:s.内の各要素の修理時間分布の確率密度関数（P.d.f.）

fo(t)=μ?(t)e゛p〔Jo〕

石)

尺〇

：瓦内のf番目要素の修理時間分布のp.d.f.

石(O=-μ心exp(－^[j≪.-〔句心〕(1≦j≦N)

　　　　:s,- repair time のp.d.f.

八〇≡μ゛(Oexp(－Nly“)(7)jr〕

　　=/o(0＊……■*fo(t) ＝〔foぐ〕')"＊(convolution)

fm㈲） :Sa －repair time の）.d.f.

fmi(t)・μi""'(z!)exp〔づ:-戸〕(r)心〕

　　　　　　二石(0＊〔几(0〕’＊(1≦OT＜M－1, 1≦i≦m

　故障要素の修理は単一の窓口をもつ修理ステーションで取扱われ，修理

完了した要泉は完全に元の新しい要素に復するとみなすことにする．また，

故障―修理過程は互いに独立であることを仮定する．

3 システムの状態方程式

　時間間隔(t, t十h)でのシステムの状態変化に着目し, h->oとするこ

とにより次の状態方程式を得る；

　田　P。(t+ h)＝Po(t)Clー〔趾λ。十λ)h〕十町ﾝ(')ズ)八(いx)臨

　　　　　十Sa,″ﾊﾞﾝ(“めP″(じ゛)dx十/7j1Sﾝ(y)P。μ,y)心

　　　　　十£ΣJ N　μ戸)(ズ十y)Pmi(t,x,y)dxdy十ぺh)

　⇒し余十趾λ。十λ)几(t-)＝ l̂x(')めP,(いx)臨

-

63 －



修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

十＆,M]ﾝ゜)(x)PM(t,ズ)お

九N cﾝi(y)Poi(t,y)dy十八大工iﾌμ戸)腿十y)

　　　　　　Pmi(t,x,y)dxdy.

(2)Pmit十h,x十h)＝Pよt,x)〔!－((-＼一回)λ。十λ)め〔1－μ('〔x)h〕

　　　　　　十(I－di，)(M －m ＋l)λ。kPm-i(らエ)十o(h). (1≦mくM)

⇒(寸一十言一十(がー爪);.。＋;.十μ“(ズ))P，(t，χ)＝(l¬δ。)

　　　　　(訂－ni＋l)X。P・-i(t,x)。　　　　　　‥

(3)Pぬ十h,x十力)＝PM{t,エ)〔i－μ“(x)み〕十λohPM-i(らx)十り(h)

⇒(一dt一十七一十,≪"‘)ズ)Pχa,ズ)＝/．P。-,(i，a;)

) P回汗h,x,y十h)＝Pmi(t,x,y)〔1－μ囲(a-十

⇒(晋一十寸一十μ汐)(x十y))Pmiよ*',y)= 0

すこすこし丿＝げ計宍

(4)Pmi(汗h,x,y十h)＝P,niit,x,y)(l－μ,■""(.%-十y泣)＋o{,h)

(5)Poiit十h,y十h)＝几㈲,y)〔l－μ(y)み〕十り(h)

　⇒(ﾘﾚｰ十①十μ･(y))-P。i(t,y)=O

境界条件:

(6)P衣ﾕ,0)＝d,,nMλoP。(t)十Nﾝ"(x)P,n,,(t,x)dx

　　　十3(゛十b,M‾几言jX:N二Pm^b,i(t,X,y)μげ)x十y)dydx

　　　十島⌒ﾊﾞﾚ(a)(砂?衣いx)dx (1≦m≦M－2)

(7)P″-i(t､妁＝ 8M､iMλ。P。(t)十5i,丿ﾝ(“(x)P″(りタ)ｿ財し

(8)PM(なﾌ)＝0

(9)P。iムo)＝λP。(0
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　　　　　　修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼次解折

(10)Pmi(.t, X, O)＝λiP‰(t,x)

ここ己酌づﾑにﾚs(り)づﾑ
f≦ﾉ

i＞ﾉ

　初期条件:

　(11)P。(O)= 1,　t=Qにおけるその他の全ての確率は0.

　　　　　　　　　　ふ　アベイラビリティ

　3.で設定した方程式系を解くために，初期条件ttl)の下で(1)～(10)のtに関

するラプラス変換をとる. P(t)のラプラス変換をP(s)とかくと，

(1)' (s十MX。＋2)Po(s)＝l十-'0

　　　十8a, m＼μ(“(ズ)戸M(s,功臨十A' fcoμi(y)Poiis,y)dy

　　　十A' 友
,ﾌ^)十y)Pmi(s,x,y)dxdyﾚﾆ

(2)'しjﾚ十S十(M－ni)λ。十λ十μ("(め)P‰is,ズ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－= (1 －∂i●)(M －m ＋l)ﾇ。P,しx {s, x)　　(1≦m≦M－1)

(3)' (首十s十μ(“(ズ))Pχ(S,x)＝?.．PM_i(S,X)

(4)'(ニ戸十s十μ固)(ズ十y))P‰べs,x,y)＝O

(5)'し訃十s十μ心))瓦(リ)＝0

(6)' 戸。(s，o)＝o,,,,冊;,。戸。(s)十hμ("(ズ)戸祠,抑,エ)臨

　　　十d(m十大
J
ﾝNﾝ把～丿s, X,ｱ)μ‘(゛)(゛十y)dxdy

　　　十Jo工≦m≦が－2)

(7)' 戸m｡,(s,o)＝om,2冊ふ瓦(め十昿ﾊﾞﾝ戸(^)戸if(Sよ)dx
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修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

　　　－(8)' Pm(s.の＝0

　　　－　　　　　　－(9)'　PoiCs,の＝λiP。(s)

　　　ー　　　　　　　　－ao)'　Pmi(s, X,0) ＝λiP‰(s,X)(工≦m≦皿－1)

以上の(1)'～(10)'の方程式系を解く。

先ず. (5)'より(9)'を用いて，

(12)Poi(is,y)＝λPo(s)exp〔ト砂づﾝ〔T)海〕

(4)'よりttO)'を用いて，

mトPmi(s, x,y)＝λiPm(s,ズ)eXp〔一■^
0十y)dy〕

(2)'より

(II)Pm(s,x)＝exp〔－(s十(M一枇)λ。十J

Aμ(r)心〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　7″-1
χ-お+j　　　　　　j一

　　　　　　　　　Σ(　。)(工一e-'・つP・-j(s, O）(1≦加≦訂－1)
　　　　　　　　　J~0　　].　　　　　　　　　　　　　　　　11

㈲でm ＝M－lのとき

(15) Pm-i (s,x)＝exp〔－(s十ふ十Joμ''(r)rfr〕

　　　　　　　　　jΞﾔ+1)一g-i・つ'Pm-i-j(s,o)

㈲を(3)'に代入して，

tt6j 戸M(s,x)＝X・exp〔－む;－S5(“'(r)心〕を0＋1)ら-,り(s, o)F(J, X)

ここで，

(17)F(j,x)≡lc-0 (A)χ:〔-a十(ゐ+工)~。)ズ

　　　　十＼＼μ(“(七)－μ("(T))dt〕海

(13),㈲，(16)を(6)'に代入し整理すると，

(18)P,,.(s,゜)゜5i”訂λ゜戸゜(s)十
i-o

ﾄﾞ‾

1

り)人s,o)fo(m,j,s)
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ここで，

修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

　　　　　　　　　　　y　vi-i-?)-l
χ-?≪一卜7＼―

＋d屈十Z･，訂－1)Σλ，Σ(　犬　)P肖+b-i(s, o)gi,(m,j, s)
　　　　　　　　　　　か｡4　y一一o　　　J

　　　　　　亙-I　　　　　　　　　　＿
十ゐ。。Mλ。Z G＋l)PM-,-i(s, ﾝ)F。(j,S) (1≦�≦訂－2)

　　　　　　3-0

(19)エ(m,九s)づ沁(ズ)exp〔－0十(亙－m－ 1);.・十λ)り(l－e-゛ﾉ臨

(20)ぬ(mj,s)づ:ﾋﾟμけ'(エ十砂expレ砂づ

0サr)dT]叫

　　　　exp[－0十(j＼一回－b)八十2)xﾊﾟﾝ("(r)海](1 －が゛) dx.

の)瓦U,め三＼:/“)x)expﾚ¬sx¬Nﾝ“)[t)心]F(j,x)dx

　(12),(13),叫，(16)を･(1)'に代入し整理すると，

(22)〔s十訂λ汁λ(i－/(め)爪(め＝i十/o(s十(訂－i)λo十λ)戸i(り)

　　　十ゐ,Mλ,Z(J＋l)F。U,めPm-,-j{s,の
　　　　　　　み･哺

九jよふかごﾌ)応(m，1，s)み-j(S,0)

　ここで，

（23）GiimJ,s) 三 75ﾝ“゜”)(j゛十y)?叩ト((.十(M－“)X・十λ)x

－5:μ('(r)rfi-](l－e-^゛)'　　　　･.

　exp[一印▽Nﾝ゛("(゛＋T)臨]dxdy

　㈲を剛'に代入して整理して，

皺　Pχ-＼(s, o)= 5k, 2訂λ。P。(め十らλ。Σ(J十工)F。(j,S)PM-,.バs,の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉ-0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　(18),(22),聯を連立させることによ勺P。(s), P貳s,o) (m＝l,2,……

訂-i)が求まる。

これらの解を㈲り16)に代入するととによりP,n(s, めa≦m≦皿),
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修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
戸心（s,X,y）n≦m≦M-1, 1≦i<N），P。べs，y）（1≦f≦/V）の各状態

確率（ラプラス変換形）が求まる。

　今，時刻tでシステムは作動状態にあり，亀内の故障要素の数が心コ

□≦m≦M-l）である確率をP,心）とすると，そのラプラス変換は

硝)j‰(S)＝χJ八。(S,ズ)臨

　　　　　づ呂1(″でり)戸よj(S,のj

O
(－1)゛

(⑤ヒ愉大夫回ヅ
(1≦g≦訂－1)

もし，定常解か存在するならばラプラス変換の性質から定常解はp,≫（・・）

＝/加s 戸。（s)（0≦m≦M-l）として求められる.
　sラ0

　したがって，システムのアベイラビリティはP （oo）＝Σ几べ・o）とし

て求めることができる。

　　　　　　　　　　　　5.　具　　体　　例

　M＝3としたシステムについて考える。先に一般型分布として導入した

各修理分布を指数分布として，種々のa, bの値についてシステム・アベ

イラビリティを具体的に求めてみる。　　………

　修理分布；

　　　ノ　/■■()=μ,e-",-'　　　　(i=0,1,2,……,m

　国　j　/(i)＝μ""e-″(鴫　　　(1≦α≦3)

　　　･･･　fmi(tｽ)゛μ.゛)g-″丿町(撰゛^,2,i゛l,2,…‥■,m

　(1)α＝3, み=2の場合

　魯より

陽〔>＋3;.・十/(lｰ/(め)〕戸心)＝1十[fo(s＋2λ．十λ)＋2λ．鳥(卜)
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修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

十沈HG2(l,0,………s)＋2Gi(2,l,s))]P＼(s,o)

十ﾚ。几隔功十ΣλiGz(2,0,s)]瓦(Sよ)

　ttfflより

(28)3λ。Po(め＝〔l－2/<,(l, 1,め)-Pi(s,り)一/a(l, 0,めPzis,o)

　皺より

隔　？2(s,り)＝0

今

(30)

扁i(め三5 ＋3λ。十λ(!－/(め)

■^12(5押－エ(S＋Zλ。十λ)－2?.．F,(い)二輿瓦G2(1,0よ)

　　　　＋2ご.[2,1,め]

洵1 (^)≡－"^ゐ･

為2 (め― 1－4/O(Iバi,め

とおくことにより，連立方程式(26), 珊，(28）は

Ｕに(Ｓ)扁2(白(?(めトハ
　洵Aめ　-42か/　P,(sよi　　O/

とかける．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　D(s)≡式か)式o(s)一式2(めAn(めとおくと，(31)より, n(s)＝

　洵^(s)/D(s),？,{s,め＝－λ^Aめ/D(s)として求まる．

　圀を用い，また，ロピタルの定理を適用して，

(32)

P。(・・)刊im sP。(S)＝ﾉか安ド

　　　=゜{(λ十λ。十μo)(λ＋2λo十渥)－2λoμo}/D

Pl(・・)＝3λ。(λ十λ。十μ・)/五)

P2(・・)＝^λ．/£

ここで，

£)=[(λ十λo十μo)(λ＋2λ．十fJio)－2絢Xo1(1十まp)
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修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

+3λ・[(λ十λ。十μ。)(l十j1λ沢匹)＋2ﾇ。('十Nλi Kiﾂﾞ)キ2λ．尺万^)]

ただし，

　戸尚, 計削/戸，が)削/戸

したがって，アベイラビリティは

(33)P(・・)＝石島(ＯＯ)＝[(λ十λo十μ・)(λ＋5λ。十μo)＋2λ・(3λ。－μo)]m.

今，修理分布のたたみこみの性質から

　　瓦(;)＝－ユー, 瓦μ)＝………1十一一万

μi　　μo

また，po≡lo/μ0，ρ＊ミλJμo　とおくと，

(34)P(゜= )__[(ρ＊十ρ．＋l)(ρ＊＋5ρ．＋1)＋2ρ．(3附－l)]/K

ここで，

瓦ヨ[(ρ＊十^o＋l)(ρ＊＋5/?o＋l)半2削(3^o－l)](1十i'-l

　＋3べ:ρ＊(ρ＊＋5印＋l)＋6ρ．2]

特に，（33）で　μ．＝0　とおくと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ

P(・o)＝λ2＋6λλ＋iUが)/ﾄλ＋6λ。λ＋iiλ。)(i十Σ匪〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i-l

　　＋3λ。λλ＋5λ)瓦(i)]

となり, Kulshresthaモデルについて［3］で与えた例（趾＝3）の結果と

一致する．

　以下同様の計算により次の諸結果をうる．

　(2）α＝3，ろ＝lの場合

D三[a十λ。十μ。)(λ＋2λ。十μ。)－2λ。(λ十μ。)](1十九紅)

　　　　　　　　　　　　　ｙ
　＋3λ・λ＋3ゐ十μ。)(:i＋ΣλiKi(り＋eλ♂尺('?

　　　　　　　　　　　　　i-1
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個

Po(・・)＝＝ﾚｽ十λ。十μ。)λ＋2λ。十μ。)－2λ。(λ十μ。)]/D

p,(・・)＝3λyλ十λ。十μ。)/D

p^(・・)＝6λ。/£)

∴　P(・・)＝=[(ρ＊十ρ。＋D(戸＋Sρ。＋D＋Sρ。ヤ
ここで，

尺'＝[(p＊十ρ．＋l)(ρ＊半3ρ・＋i)＋aμ2](1十大政)

　＋3べ:p＊(p＊十知o ＋l)＋6ρ．']

(3) α＝＝2，卜2の場合

D≪(λ十λ。十μ。)(λ＋2λ・十μoj －2,λ。(^．ナμ。)](1十hp,)

　＋3λ・ﾄλ十λ。十μ。)(1十LΣﾇ溝四)＋2λ。(1十Σλ,瓦"))

　＋2λ。瓦(')]

　　ダ　Po(・・)＝[(λ十λo十加)(λ＋2λ。十μ。)¬2λ。(λ。十μ・)]/£)

(36) Pi(・・)＝Sλ(十λ。十μ。)/£)

Pz(・・)＝6λ。/D

∴　P(゜< )゜ﾄp＊十ρ．＋l)(ρ＊＋5ρ．＋l)＋2,oo(:Zρ．:1)]/K

ここで，

瓦゜[(p＊十ρ゜＋D(ρ＊十印゜＋l)＋2ρ゜(2ρ゜べ)](:Lﾔゑ匪)

　＋3ﾍﾟﾚ゛(ρ＊＋5^0 ＋1)十和．"]

(4）α＝2，卜1の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　N　　X£)＝(λ十λ。十μ。)(λ十μ'')(l十Σρリ

　＋3λ・ﾚλ＋Sふ十μ。)(l十ゑλ鉛('))＋2λM(')]
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(37)

-Po(・・)=＝(;.十λ。十μ・)(λ十μ。)/D

Pl(・・)＝3ふ(λ十λo十tio)ID

几(・・)=6;,o/Z)

∴　P(゜O)゜[(p＊十ρ・＋l).(p?十知・＋1)ナ卵。?]/K

ここで，

瓦≪(ρ゛十p．＋l)(p＊ナ即け1)ナ6．'](1ヤゑρ･)

　＋3ﾍﾟﾚ゛(ρ＊＋3.00＋1)十Apﾘ

（5) α＝1，卜２の場合

,£)＝[λ＋2λ十μ。)(λ＋μ。)－2λ・μ。](1十ぶ渥)

　＋3λ心(λ十fJ.o)(l十Σ;i.-i<:.-'")＋2;.。(i十Σλ衣･(")

　＋2λ。瓦(')]

(38)

-Po(・・)＝[(λ＋2λ十μ・)(又十μ・)－2λ・μ・]/D

^l(・・)＝3λ。(λ十μ。)ID

戸2(oo)＝Qλ。/£

∴　P(°゜)=[(ρ＊＋!)(μ＋5ρ・＋1)＋2ρ。(dρ。－l)]/K

ここで，

瓦≡
[(p＊十分(p＊斗5p・＋l)＋2ρ．(3ρ・－1)](1十轟μ)

＋3ぺ:p＊(p＊十和＋l)＋2ρ．']

（6）^＝1，ろ＝lの場合

£)≡(λ十μ。)^(1十Σρ,)

　＋3ゐﾚλ＋2λ。十μ。)(1十Σλぽ.-(")＋2λ♂A'()]
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聯

Po(・・)=λ十μ。)2/£)

P,(o・)＝Sλ(十μ。)/D

几(o・)＝6?。/£〉

∴　P(c゜)=[(p＊＋l)(p＊＋3p・＋l)＋6ρ。2]/K

ここで，

TV'
[(ρ＊＋l)(ぐ＋3ρ゜＋l)十印゜'](1十jX元)

＋3p・ﾚ＊(ρ＊＋2ρ・＋l)＋2,o.^]

この場合は［4］のhead-of-the-line case になり，ここで求めたアベイ

ラビリティ：p （・・）は［4］での(26)Piii（oo）の結果と一致する．

数　値　例

　case (1)～（6）についてy ρ卯），Σpl＝βとおいてα＝l． 0, 0.1, 0. 01,

β＝0．1の場合にρ・とPi （case （i）アベイラビリティ）の関係を数値

計算した結果を次表で与えるレ

　表１はρ＊＝/?oの場合で，結果はPi＜Pz＝P-iく几くp＜几となってい

るが，表2., 3．ではcase (0＜（;）に対し輿＜烏であることが読みと

れる．一般にパラメータの値に対するアベイラビリティ間の大小関係の検

証はそれ程容易ではない．↑しかし，これについてはある適度直観的に解

釈を与えることができる．

　定常状態におけるシステムの稼動（ＵＰ）および故障（DOWN）状態の

平均時間をそれぞれ£［び］> 召（D］とすると，アベイラビリティは

？･－　　　　£[萌]　'‾£[哨]十召[仙]

と解釈できる．今召[Di]/E[防]三扁とおくとPi,　Pjの比較は………Bi,

拘の相対的な比較になっており，例えばcase (1). (6)に対しては耽＞瓦

　t Pゐ=　１十Σyi十Aゐの形に変形しcase （）,（'）についてA .ミAiをみた

すパラメータ聞の条件式をみつけること.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－73－
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修理能力を考慮した直並列混合システムの信頼度解析

を意味している．しかもこの場合,修理方策のたて方から£［び,］＞£［ひ,i，

£［柄］＞£［炳］であることが予想される.＊＊

　したがって．アバイラビリティだけでなくシステム故障をおこした場合

の修理段取費用等考liしたcost-availalilityの立場から信頼性を問題にす

ると，本稿で取扱って来た修理能力泳b）を考慮した意義がより明確に

なるものと思われる．
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一一一一

　*＊case（6）はsystem down からの回復が最小の修理個数で冗長要素の少ない

状態に戻されcase （1）に比べてUP. DOWNの交互のくり返しがはげしく行な

われる．
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